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株式会社

株式会社 と釧路ガス株式会社で「釧路ガス昆布の森づくり」構想を発表

株式会社 （ジャパンブルーカーボンプロジェクト 代表取締役 吉川 京二、以下 ）と釧路ガス株
式会社（取締役社長 両角 幹彦、以下釧路ガス）は釧路港の海域において「釧路ガス昆布の森」の実現
へ向けた実証実験を行います。

「釧路ガス昆布の森づくり」は、釧路の地域に「昆布の森」を作る構想であり、北海道開発局や釧路市
からの助言を得ながら進めています。

ただ、現時点では、その海域には海藻類の養生は見られず、将来的にこの海域に昆布を始めとした海藻類
の養生ができれば、ブルーカーボンには大いに貢献できることが期待されます。
その為に、まず「釧路ガス昆布の森づくり」の第１歩として、その海域に の新たなパートナー企業

になって頂いた釧路ガスのご協力の下、 個のブイを下ろし、釧路西港島防波堤で昨年 月に下した
ロープに養生したオニコンブを付け、来年３月までその生育状況の観察・確認を行います。
オニコンブの養生が確認できた場合、その海域に 本 メートルのロープを増やしていき、「昆布の森」
を目指していく計画となります。
現時点では、 （火）記者発表の午後にブイ下しを予定しております。天候、海の状況により、延期に

なる場合もありますので、予めご了承願います。

二酸化炭素吸収源として昆布の森を作ることにより、 としては、ブルーカーボンクレジットを将来的
に発生させることを狙いとしています。また、釧路ガスとの協働により、本事業は、地元企業による地元に
根差したブルーカーボン推進活動となります。
これにより釧路振興局が全道に先駆けて設立した釧路管内「ブルーカーボン推進検討協議会」の活動及び

釧路市ゼロカーボンシティ宣言に対し、多大な貢献となり得る活動に成長させていきたいと考えておりま
す。

今後も は藻場再生、昆布等の海藻の森づくりを通じ、ブルーカーボン活動による二酸化炭素吸収増
によって、脱炭素を目指す持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
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